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［まちの話題］Aya Town News

　4月26日、早川農苑で、「綾・農業

寺子屋（押田明校長）」の開校式が行

われ町内の小中学生16人が第一期

生として入塾しました。式では、塾生

を代表して綾中2年の木村輝愛さ

んが「おいしいものをつくることは

大変だと思うけど頑張りたい」と決

意を述べました。この寺小屋は、農

業を通じて子どもたちの生きる力を

育むことを目的に実施され苗植え、

栽培、収穫など本格的な農業を体験

します。

「綾・農業寺子屋」で
学び遊ぶちぎり絵寄贈

　宮崎県内の地域振興に功績の

あった個人・団体を表彰する、県地域

づくり顕彰の大賞に、照葉樹林文化

推進専門監の河野耕三さんが選ば

れ、5月8日、宮崎県庁で表彰式が行

われました。

　長年にわたる照葉樹林の調査研

究をはじめ、「綾の照葉樹林プロジェ

クト」、ユネスコ エコパーク登録に向

けた活動など、綾町の地域づくりやＰ

Ｒに大きく貢献したことが評価され

たものです。

河野専門監
地域づくり顕彰大賞を受賞

青少年赤十字（JRC）
加盟登録式を行いました

　5月4日、綾城にて「なつかしのバ

イク展」が開催されました。昭和の珍

しいバイクが綾城に所狭しと並べら

れ、集まったたくさんのバイクファン

を喜ばせました。メグロやラビットな

どの貴重なバイクは、オーナーの手

できれいに整備され、その排気音が

響くと会場からはどよめきが。また綾

城名物リヤカー屋台も軒を並べ、ア

ユの塩焼きやコロッケ、カレーなどに

舌鼓を打つ来場者や手裏剣投げを

楽しむ子ども

の声などで

一日中にぎや

かでした。

　太田順子さん（揚町）は、平成23

年に生涯学習のちぎり絵教室を受

講したことをきっかけに、ちぎり絵を

勉強されています。

　「何かの役に立ててください」と今

回、作品の一部を寄贈されました。あ

りがとうご

ざいます。

第２回
綾城なつかしのバイク展

　4月23日、綾幼稚園、南俣・北俣・中

坪保育所が、合同で青少年赤十字加

盟登録式を行いました。青少年赤十字

（JRC:Junior Red Cross）とは、赤十字

の精神に基づいて、世界の平和と人類

の福祉に貢献できるよう、日常生活の

中で望ましい人格と精神を自ら形成す

ることを目的としています。登録式で

は、日赤分区長前田町長、日赤県支部、

赤十字奉仕団満田委員長ほか団員が

立ち会い、バッジの授与があったほか、

誓いの言葉を各施設が唱和し、園児

全員で「空は世界へ」などを歌いまし

た。これからも赤十字のメンバーとし

て、思いやりの心を大切に、健康でい

きいきと自主的に活動を行っていくこ

とが期待されます。

青少年赤十字のホームページ

http://jrc.or.jp/youth/index.html

　　　　　

　　　　　日本赤十字社

　　　　　宮崎県支部綾町分区　　

　　　　　（綾町社会福祉協議会）

　　　　　連絡先：77-3066

力
強
い
太
鼓
の
音
で
元
気
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パ
レ
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第
７
回
綾 

男
山
ま
つ
り
開
催

　
勇
壮
な
男
山
を
飾
り
、子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
祝
う「
男
山

ま
つ
り（
や
っ
ち
み
ろ
か
い
・
綾
・

実
行
委
員
会
主
催
）」は
、4
月
26

日
か
ら
5
月
6
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
コ
ケ
や
岩
、タ
ケ
ノ
コ
、流
木
な

ど
を
使
っ
て
再
現
さ
れ
た
奥
山
の

風
景
に
、五
月
人
形
や
か
ぶ
と
、こ

い
の
ぼ
り
な
ど
が
飾
ら
れ
た
男
山

は
町
内
11
カ
所
で
展
示
さ
れ
、山

の
雄
大
さ
や
力
強
さ
、子
ど
も
へ

の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
飾
り

に
、町
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客

が
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、宮
崎
市
の
宮
崎
観
光
ホ

テ
ル
と
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・

オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に
も
男
山

が
設
置
さ
れ
、カ
メ
ラ
を
片
手
に

観
賞
す
る
宿
泊
客
ら
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は「
橘
太
鼓
響
座
」に
よ
る

太
鼓
教
室
や
そ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
す
る
太
鼓
披
露
、ま
た
太
鼓

の
音
色
を
バ
ッ
ク
に
行
わ
れ
た
武

者
行
列
に
は
50
人
を
超
え
る
子
ど

も
た
ち
が
赤
や
黒
、黄
色
の
よ
ろ

い
か
ぶ
と
を
身
に
付
け
て
参
加

し
、中
央
通
り
商
店
街
を
華
や
か

に
パ
レ
ー
ド
、前
田
町
長
も
武
者

に
扮
し
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
は「
皆
の
者
、出
陣

じ
ゃ
。え
い
え
い
お
う
！
」と
元
気

な
声
で
勝
ど
き
を
上
げ
、そ
の
勇

ま
し
い
姿
に
保
護
者
や
沿
道
の
観

客
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し

た
。

　
期
間
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、武
者
姿
体
験
や
、「
戦
国
汁
」の

ふ
る
ま
い
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約

１
万
３
０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

「おの屋」に展示された男山
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オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に
も
男
山

が
設
置
さ
れ
、カ
メ
ラ
を
片
手
に

観
賞
す
る
宿
泊
客
ら
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は「
橘
太
鼓
響
座
」に
よ
る

太
鼓
教
室
や
そ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
す
る
太
鼓
披
露
、ま
た
太
鼓

の
音
色
を
バ
ッ
ク
に
行
わ
れ
た
武

者
行
列
に
は
50
人
を
超
え
る
子
ど

も
た
ち
が
赤
や
黒
、黄
色
の
よ
ろ

い
か
ぶ
と
を
身
に
付
け
て
参
加

し
、中
央
通
り
商
店
街
を
華
や
か

に
パ
レ
ー
ド
、前
田
町
長
も
武
者

に
扮
し
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
は「
皆
の
者
、出
陣

じ
ゃ
。え
い
え
い
お
う
！
」と
元
気

な
声
で
勝
ど
き
を
上
げ
、そ
の
勇

ま
し
い
姿
に
保
護
者
や
沿
道
の
観

客
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し

た
。

　
期
間
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、武
者
姿
体
験
や
、「
戦
国
汁
」の

ふ
る
ま
い
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約

１
万
３
０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

「おの屋」に展示された男山



綾町は日本で最も美しい村連合に加盟しています。また、平成24年7月11日に、ユネスコ エコパークに登録されました。
　　　　　　　　　　　　（右／綾ユネスコ エコパークロゴマーク）

4
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9
10
17

「Ｉ LOVE 綾 写真展」募集開始
綾町長選挙・綾町議会議員補欠選挙／
農業委員選挙立候補説明会　について
環境保全型農業直接支払交付金事業について
個人住民税均等割の額の引き上げについて
エコパーク登録2周年記念イベント参加者募集　
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今月の表紙

「サツマイモの苗植え」 編集後記

担当：鶴田

総数：7,295人（+11）／世帯数：2,911戸（+7）
男：3,401人（+11）／女：3,894人（+0）
［転入46人、転出30人、出生4人、死亡9人］

※（　）は前月比、現住人口調査平成26年5月1日現在

　先日、町内河川一斉清掃＆花の苗植えに参加しました。この日は、早朝
より子どもから高年者まで多くの人が、ゴミ袋を手に河川や水路を清掃
しました。綾町は日頃から多くの町民のみなさんによって美しい景観が
保たれれていますが、それでも、この日集められたゴミは非常に多く残念
な状況でした。これから先の季節、特に水の澄んだ上流の河川敷は毎年レ
ジャー目的の多くの人でにぎわいます。美しい綾の景観を守るためにも
今後はゴミを捨てさせないための対策についても考えていきたいです。

　町内の農園で町内保育
所・幼稚園の年長児と小学
1・2年生が綾町高年者クラ
ブのみなさんの協力のもと
毎年恒例のサツマイモの苗
植えを体験しました。秋に
は収穫体験もします。

6
 June

綾町の
人口

－アヤ  ス タ イ ル －

﹇
特
集
﹈

﹇
特
集
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薫
風
に
吹
か
れ

愛
の
短
歌
が
詠
ま
れ
る

愛
の
短
歌
が
詠
ま
れ
る

〜
第
８
回
　
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞
〜

「ガラスの美 台日ガラス芸術交流展」開催

ひと・もの

★広報あや「Aya Style」7月号の配布日（各地区配付担当者への配付日）は、6月27日（金）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、6月27日（金）～30日（月）の閒に配付される予定です。
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照 葉 樹 林 と 共 に 生 き る ま ち “ 綾 ”

　4月8日～20日までの2週間、宮崎県立美術館で「ガラスの美　台日ガラス芸術交流展」が開催され、多くの観客でに
ぎわった。この展示会は、台湾・日本両国の外務省・外交部ほか関係機関の協力のもと、台湾新竹市政府主催、宮崎県共
催、宮崎県立美術館会場場提供により開催したもので、台湾で活躍するガラス工芸家の作品125点と、日本を代表する
綾町のガラス工芸家・黒木国昭さんの作品10点、その他国内で活躍しているガラス工芸家11点の作品が展示された。
　この交流展は、これまでの台湾と宮崎県との芸術交流に黒木さんが大きく貢
献したことが契機となった。黒木さんは、平成12年、台湾の新竹市政府によるガ
ラス工芸館完成オープニングに日本の現代名工として招待され、約2カ月にわた
り展覧会を開催。以来、毎年開催している台湾での個展や教育機関へのガラス
工芸の指導、講演などにより、その交流は台湾全土に広がった。昨年は、台湾国
立歴史博物館主催で展覧会を開催、台湾・馬英九総統と接見し台湾政府と日本
そして宮崎県の交流に大きく貢献している。
　今後もこうした芸術交流が継続され、より一層絆が深まることに期待したい。

六曲一双屏風　金・プラチナ象嵌　浮き彫り　
琳派  日本の四季 「雪月花図」（写真は作品の一部）

浮き彫り 灯りロマン  
台湾の風景 「陽明山・故宮博物院」

浮き彫り灯　台湾の風景 「淡水」


